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１ ライフステージに応じた学習機会の充実 

（１）子育て世代の学習  

① 家庭の教育力の向上 

家庭の教育力を向上するため、城陽市民大学など家庭教育に関する学習機会の充実を図

ります。 

また、子育てにおいて、家庭での学習が重要であることから、読み聞かせの書籍、教材

の充実など、図書館と連携し推進します。 

【施策番号１】家庭教育に関する学習機会について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 城陽市民大学 教育コースを３回開催し、延べ 331 人の参加がありま

した。 

・「学びのコツ～心理学と脳科学から」 

・「今どきの子ども事情～子どもをはぐくむ地域～」 

・「食がはぐくむこころとからだの健康」 

今後の課題 

方向性 

 子育てだけでなく、自己や家族、地域を見つめなおすことのできるよう

なテーマを設定し、継続して開催していきます。 

 

② 子育て支援の充実 

城陽市子ども・子育て支援事業計画に基づき、豊かなコミュニケーションが図れる子育

て環境を整備し、子育て世代の育児不安解消のため、地域子育て支援センター「ひなたぼ

っこ」などにおける相談業務や情報提供の充実に努めます。 

  また、子育て世代のリフレッシュにつながる講座づくり等に努めます。 

  教育・保健・福祉分野など事業実施団体は情報を共有し、事業にいかし、多様な学習機

会の提供に努めます。 

【施策番号２】子育て世代の支援体制について 

子育て支援課 

取組状況 子育て相談（1,489件）に対応しました。 

あそびのひろばを 60回開催し、延べ 1,377人の参加がありました。

公園訪問を 6 回実施し、延べ 52人の参加がありました。 

子育て支援講座を 18回実施し、延べ 945人の参加がありました。 

情報誌（子どもワンダーニュース）を６回発行しました。 

多世代交流事業を 47回実施し、延べ 1,386人の参加がありました。 

民生児童委員協議会や市民活動団体と連携し、新たな子育て支援事業を

行いました。また、健康推進課と連携し子育てに不安を抱える養育者の支

援に努めました。 

今後の課題 地域子育て支援センターの新設から一定時間が経過しており、来館者・
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方向性 参加者の減少が生じない講座等の企画の工夫が必要です。また、地域住民

の積極的な参加による多世代交流事業の展開をさらに進めていきます。 

 

③ 幼児教育センター機能の充実 

  公私立幼稚園の連携を深め、家庭や地域との関わりを強化して、地域の幼児教育センタ

ーとして相談機能の充実に努めます。 

【施策番号３】幼児教育センターについて 

学校教育課 

取組状況  園の一室を開放し、未就園児とその保護者を対象に安心して、子育てが

できる身近な拠点として、子育てに関する相談や情報提供、子育て交流を

行いました。 

今後の課題 

方向性 

 公立幼稚園との連携を深め、家庭や地域との関わりを強化し、地域の幼

児教育センターとして相談機能の充実に努めます。 

 

④ 地域活動の充実 

子ども会後援会協議会などへの地域活動補助事業を通じて、地域における組織を育成す

るとともに、地域活動の支援を充実します。 

【施策番号４】地域活動の支援について 

文化・スポーツ推進課 青少年担当 

取組状況 子ども会スポーツまつり（城陽市子ども会後援会協議会主催）などの各

種行事において、運営面や広報活動面での支援を行いました。 

深谷校区青少健「親子マラソン」の先導、古川校区青少健「子ほめ表彰

式」に係る報道連絡を行い、活動を支援しました。 

今後の課題 

方向性 

城陽市子ども会後援会協議会に所属する小学校区子ども会が減少して

おり、今後の組織のあり方など指導･助言を引き続き行います。 

各校区青少健の地域活動を積極的に広報していきます。 

 

（２） 子どもの学習  

① 学習機会の充実、体験活動の推進 

  国際化に対応した国際理解教育、自然と人間の調和をめざす環境教育、高度情報化に対

応した情報教育を推進します。 

また子どもの健康と、豊かな心をはぐくむため、自然を活用した体験講座や伝統文化を

取り入れた生活体験講座など放課後子ども教室、土曜日子ども教室や文化パルク城陽にお

けるプレイルーム事業、プラネタリウム投映事業、天体観測、コミュニティセンターにお

ける子ども向け事業、図書館における読み聞かせ事業、自然とのふれあい登山事業、あそ

びのはくぶつ館の開催など、各種の体験学習機会を充実します。 
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【施策番号５】国際理解・情報・体験学習について 

学校教育課 

取組状況 今年度も、英語指導助手5 名体制を継続し、各小中学校に巡回配置し、

外国語教育・国際理解教育に取り組みました。 

情報教育について、各小中学校のコンピュータ教室の維持管理を行い、

児童生徒一人 1 台の環境のもと、調べ学習やまとめ学習、発表など様々

な状況において活動を図り、その情報操作について技術を高めるととも

に、情報の取り扱いなど情報活用の基本的な能力についての育成に努めま

した。 

新学習指導要領に基づき、「生きる力」の育成を目指し、各学校で農作

業体験等について、特色ある教育課程を編成し、総合的な学習の時間を中

心に取り組みました。 

今後の課題 

方向性 

 国際化に対応した国際理解教育、自然と人間の調和をめざす環境教育、

高度情報化に対応した情報教育を推進します。 

【施策番号６】図書館における読み聞かせ事業について 

図書館 

取組状況 子どもライブラリーを 44 回開催し、延べ 852 人の参加がありました。 

子どもライブラリースペシャルを 1回開催し、延べ 94 人の参加があり

ました。 

子ども向け映像ライブラリーを 1 回開催し、12 人の参加がありまし

た。 

「子どもの読書の日記念」としょかんビンゴを1回開催し、326人の

参加がありました。 

読書ボランティア登録団体主催事業を 8 回開催し、延べ 164 人の参

加がありました。 

啓発事業（各種事業のポスター・チラシを市内保育園・幼稚園・小学校・

関係機関へ配布、ホームページ・広報紙への記事掲載）を実施しました。 

今後の課題 

方向性 

第２次城陽市子どもの読書活動推進計画に基づき、子どもの読書活動の

推進につながる事業に取り組みます。 

【施策番号７】文化パルク城陽における子ども向け事業について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 プレイルーム事業として、パルクリトルクラブ(11 回)、大学生による

工作教室など(９回)を開催しました。 

プラネタリウムでは、土日祝日および学校長期休業期間 1日 3 回定時

投映、平日は団体予約により投映しました。 

今後の課題  各事業にご協力いただくボランティアの確保が課題です。 
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方向性 

【施策番号８】地域連携推進事業について 

文化・スポーツ推進課 青少年担当 

取組状況 放課後子ども教室、土曜日子ども教室の運営面での各種サポートを行い

ました。 

平成 29 年度より、久世土曜日子ども教室を新たに補助金交付事業と

して各種団体と連携を取りながら実施し、10月より富野小学校放課後子

ども教室を新たに開設しました。 

今後の課題 

方向性 

新規放課後子ども教室新規開設に向けて、コーディネーターや協働活動

サポーターなどの人材確保が課題です。 

学校･家庭･地域に対し、本事業への理解を深めるための啓発活動を行っ

ていきます。 

 

② 学校・家庭・地域との連携 

  子どもの安全・安心な学習支援の場の確保として、放課後子ども教室や、学校支援地域

本部事業、学校、家庭、地域が連携した学校・地域連携推進事業などの一層の充実を図り

ます。 

  実施において地域の自然や歴史、産業、福祉などの様々な分野で、地域の人々の持つ技

能・知識・経験をいかした学習を推進します。 

子どもと地域とのふれあいや世代間交流の場づくりに努めます。 

【施策番号９】放課後子ども教室推進事業について 

文化・スポーツ推進課 青少年担当 

取組状況 放課後子ども教室、土曜日子ども教室の運営面での各種サポートを行い

ました。 

平成 29 年度より、久世土曜日子ども教室を新たに補助金交付事業と

して各種団体と連携を取りながら実施し、10月より富野小学校放課後子

ども教室を新たに開設しました。 

今後の課題 

方向性 

新規放課後子ども教室新規開設に向けて、コーディネーターや協働活動

サポーターなどの人材確保が課題です。 

学校･家庭･地域に対し、本事業への理解を深めるための啓発活動を行っ

ていきます。 

【施策番号１０】学校と地域の連携について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 西城陽中学校及び城陽中学校で、地域ボランティアによる、図書支援・

学習支援・環境整備・部活動補助などの学校支援地域本部事業を行いまし

た。事業にご協力いただいたボランティア延べ参加者数は、西城陽 642
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人・城陽 435人でした。 

今後の課題 

方向性 

 各事業にご協力いただくボランティアの確保が課題です。 

【施策番号１０】学校と地域の連携について 

学校教育課 

取組状況 子どもの安全・安心な活動拠点の確保や地域交流活動等を行うため、学

校と家庭、地域が連携した事業の充実を図り、子どもと地域とのふれあい

や交流の場づくりに努めました。 

学校・地域連携推進事業や特色ある学校教育推進事業など、地域の社会

人講師や学習環境を活用して、様々な学習を行いました。 

今後の課題 

方向性 

子どもの安全・安心な学習支援の場の確保として、放課後子ども教室や、

地域学校協働活動、学校、家庭、地域が連携した学校・地域連携推進事業

などの一層の充実を図ります。 

実施において地域の自然や歴史、産業、福祉などの様々な分野で、地域

の人々の持つ技能・知識・経験をいかした学習を推進します。子どもと地

域とのふれあいや世代間交流の場づくりに努めます。 

 

（３） 青少年、若者の学習  

① 学習活動の充実、社会参加の促進 

  青少年や若者の社会性や自主性をはぐくむため、各種団体や地域活動、市の行事や委員

会などへの参画を促進し、新たな参加できる場の拡大に努めます。 

 

【施策番号 11】自然とのふれあい登山について 

文化・スポーツ推進課 青少年担当 

取組状況 市内在住小学校 4 年生～高校生・保護者対象のふれあい登山を 11 回

計画、6 回実施(５回雨天中止)し、延べ 287 人の参加がありました。 

今後の課題 

方向性 

児童生徒の安全確保、ボランティアなどの人材確保が課題です。 

 

② 団体活動の振興 

  地域の青少年育成団体と協働して、地域活動、ボランティア活動などを促進し、豊かな

心やボランティア精神の醸成を図るとともに、青少年育成団体や子ども会後援会、スポー

ツ少年団など地域における組織の育成を図ります。 

【施策番号 12】青少年育成団体について 

文化・スポーツ推進課 青少年担当 

取組状況 本部・専門部・校区のそれぞれにおいて、環境浄化、非行防止と健全育
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成の特色ある事業を展開できるよう指導･支援を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 青少年健全育成市民会議の各種活動を引き続き支援するとともに、関係

機関との連携を強化して、青少年の社会参加への支援をします。 

【施策番号 13】スポーツ少年団について 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 スポーツ少年団に補助金を交付し、スポーツ少年団指導者協議会研修会

や交流大会を実施し、活動支援を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 団員拡充のため、小学校での案内チラシの配布や交流大会等の充実に努

めます。 

 

③ 青少年健全育成活動の推進 

青少年健全育成市民会議の各種の活動を支援するとともに、関係機関との連携を深め、

青少年の社会参加への支援を進めます。青少年健全育成活動を行うために、青少年の健全

育成に対する理解を深めるため、講演会の開催など学習活動の充実に努めます。 

【施策番号１４】青少年健全育成活動について 

文化・スポーツ推進課 青少年担当 

取組状況 各種団体と連携を取り、「講演と映画のつどい」「自然とのふれあい登山」

など各種事業を実施しました。 

広報誌「やまびこ」の発行を通じて、青少年の健全育成に係わる啓発活

動に取り組みました。 

今後の課題 

方向性 

 引き続き各種事業を着実に実施するとともに、市役所内外の組織との連

携を深めていきます。 

 

（４） 勤労世代の学習  

① 学習活動の支援 

生涯学習に対する関心を高めるとともに、学習活動を促すため、学習情報の提供や学習

内容などを充実します。また学びやすい学習環境を模索し提供に努めます。 

【施策番号１５】勤労世代の学習支援について 

商工観光課 

取組状況 働く女性の家において、各種講座を開催しました。 

・職業に関する講座 

 パソコン教室入門等(39回)、資格取得講座 電話応対技能検定 3 級

講座(6 回)、3級 FP 技能検定講座(14 回)     

  ・女性セミナー親子で楽しむ日本の和 

    「こどものヘアアレンジと浴衣の着付け」(1回) 

「大人のヘアアレンジと浴衣の着付け」(2回) 
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  「自分を予約する」時間管理術でハッピーな毎日(1 回) 

  「英語を学びなおして、 自分に自信をもつ！」(5回) 

 ・就労支援講座 女性いきいき応援講座 

  「これだけは知っておきたい労働法の基礎知識」(1 回) 

  「「オトナ女子」のためのメイク術」(2回) 

  「はじめてのアロマトリートメント」(1 回) 

 ・再就職準備講座「面接・応募書類作成と名刺作り」(1回) 

・両立支援講座 「パパとコドモのあそびヤッホー倶楽部」(2回) 

・生活講座  「センスアップセミナー美文字になれる法則」(2 回) 

・ワークライフバランスに関する講座  

「大人の食育～野菜ソムリエから学ぶたっぷり旬野菜～」(2 回) 

・健康に関する講座 

  「健康講座 バランスのいいカラダづくり」(1回) 

「講演会 女らしくなく、男らしくなく、自分らしく」(1回) 

今後の課題 

方向性 

今後も継続して実施していきます。 

 

② 関係機関との連携 

城南地域職業訓練センターやカルチャーセンター、スポーツクラブなどと情報提供や講

師の派遣などにおいて連携・協力し、職業能力向上の機会を充実します。 

【施策番号１６】関係機関と連携について 

商工観光課 

取組状況  城南地域職業訓練センター及び府立勤労者福祉会館からの各種講座案

内を広報じょうように掲載し、情報提供を行いました。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、城南地域職業訓練センター及び府立勤労者福祉会館にて実施

する各種講座案内を広報じょうように掲載し、情報提供を行います。 

 

（５） シニア世代、高齢者の学習  

① 学習機会の充実 

シニア世代、高齢者が生きがいのある充実した生活が送れるよう、仲間づくりや世代間

交流、文化、スポーツ・レクリエーション活動などの機会を充実します。 

【施策番号１７】文化、スポーツ・レクリエーション活動などの機会について 

高齢介護課 

取組状況  老人福祉センター４施設で医療・健康・生活に関わる講習会や、防災訓

練、介護予防や各種教養の教室を行い高齢者の知識と教養の向上を図りま

した。施設内浴場の維持管理費に充てるため、入浴料(１日 100 円)を徴
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収しています。 

入浴者数 25,135 人 入浴料  2,513,500円 

今後の課題 

方向性 

 今後も、高齢者人口の増加及び高齢化率の上昇が見込まれていることか

ら、高齢者の生きがいづくりや社会貢献などの社会参加活動の推進に継続

して取り組んでいきます。 

【施策番号１７】文化、スポーツ・レクリエーション活動などの機会について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 城陽市民大学を開催(22講座)し、延べ 2,681 人の参加がありました。 

今後の課題 

方向性 

 コース選択制をとっており、学生になるために複数コースを希望してい

ると思われるため、決定コースの欠席率が昨年度より上がりました。会場

の定員も配慮しながら、申込方法を検討していきます。 

 

② 社会参加の促進 

  シニア世代、高齢者の社会参加を促進するため、老人福祉センターや高齢者クラブ、シ

ルバー人材センターにおける活動を支援します。 

【施策番号１８】老人福祉センター、高齢者クラブへの支援について 

高齢介護課 

取組状況 高齢者の生きがいづくりと健康づくり等に役立ち、高齢者が要介護状態

とならないための介護予防の役割を担っていることから、活動費の一部を

助成し、活動の支援を行いました。 

高齢者が生きがいのある充実した生活が送れるよう、仲間づくりや世代

間交流、文化、スポーツ・レクリエーション活動を老人福祉センター事業

として実施しました。 

今後の課題 

方向性 

 今後も、高齢者人口の増加及び高齢化率の上昇が見込まれていることか

ら、高齢者の生きがいづくりや社会貢献などの社会参加活動の推進に継続

して取り組んでいきます。 

 【施策番号１９】シルバー人材センターへの支援について 

福祉課 

取組状況  シルバー人材センターに対し運営費等経費の一部を補助し、高齢者の労

働能力の活用と生きがいを助長して、高齢者の福祉の増進を図りました。 

今後の課題 

方向性 

 シルバー人材センターの自立に向けた受注金額の増加のため、市の実施

する事業に係るシルバー人材センターの積極的活用を検討する必要があ

ります。 
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２ 現代的・社会的課題に対応した学習機会の充実  

（１） 現代的課題に対応した学習の推進  

① 国際化社会に対応する学習の推進 

 語学講座をはじめとした国際交流事業を通して国際理解の環境づくりと学習機会を提供

するとともに、市内に在住する外国人が、市民として安心して暮らせるよう、日本語習得

への支援などを推進します。 

【施策番号２０】国際交流事業について 

秘書広報課 

取組状況 城陽市国際交流協会にて韓国語 5 講座、英語 6講座、中国語 2講座の

語学講座、Summer Kids English4講座や韓国語クラブ 15 講座を開催

しました。 

 城陽市国際交流協会において、子ども英会話事業を実施しました。 

 城陽市国際交流協会にて外国籍住民の人々に継続的な日本語教室の機

会を提供しました。 

国際交流事業を通じて、異文化への理解や国際交流の推進を図ることが

できました。 

今後の課題 

方向性 

 国際交流事業を通じて、国際理解への環境づくりと学習機会を提供する

とともに、市内に在住する外国人が、市民として安心して暮らせるよう、

日本語習得への支援などを推進していきます。 

 

② 情報化社会に対応する学習の推進 

 情報化社会の進展に対応して、市民が情報を上手に活用することができるよう、有害情

報対策を含め情報提供に努めます。 

【施策番号２１】情報提供について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 まなび Eye、市民大学、サンガ情報等の生涯学習情報を市HP、市教委

HPへの掲載を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 今後も積極的に情報発信をしていきます。 

 

③ 自然・環境学習の推進 

城陽市に存在する豊かな自然環境の保全や地域の緑化を推進するため、学習活動や啓発

活動を充実します。 

また、家庭でできる環境負荷低減策など、身近な環境問題に対する情報提供や学習活動

を充実します。 
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【施策番号２２】環境学習や啓発活動について 

環境課 

取組状況 地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の取組として、環境出前講座を

市内保育園９園で実施し、ミスト発生機の効果を園児に体験してもらいま

した。 

城陽環境パートナーシップ会議と共催した環境フォーラムにおいて、

「住環境を考えよう～健康と省エネ～」をテーマに講演会等を実施しまし

た。近畿大学建築学部長・岩前篤氏を講師に招き、健康や快適性、省エネ、

住まいの寿命との関係などのお話をいただきました。また、リメイクファ

ッションショーを開催し、リサイクルの啓発を行い、約 350 人の参加が

ありました。 

城陽環境パートナーシップ会議の活動として、自然観察会及び自然学習

会を４回開催し、延べ 100 人の参加がありました。また、省エネ診断を

3 回実施し延べ 78 人の参加があり、市民への情報提供や学習機会の充

実を図りました。 

グリーンカーテンの啓発として、旬菜市にてゴーヤ苗を 200 人に配布

しました。 

家庭でできる環境取組として、エコ料理教室を２回開催し、延べ 45人

の参加がありました。 

今後の課題 

方向性 

より多くに市民に参加してもらえるような工夫が必要です。 

【施策番号２3】緑化推進について 

地域整備課 

取組状況 城陽市緑化フェスティバルを城陽五里五里の丘（府立木津川運動公園）

で開催し、約 8,000人の来場がありました。 

グリーンカーテン用のゴーヤ苗を 438世帯に配布した。 

花いっぱい運動支援事業(36 団体・37 箇所)を実施し、緑化の推進を

図りました。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、城陽市緑化フェスティバルを開催し、来場者の増加を図り、

緑化意識の啓発に努めます。 

グリーンカーテン用のゴーヤ苗を配布し、住宅地内の緑化の推進を図り

ます。 

市民グループが主体となった緑化活動を支援する花いっぱい運動支援

事業を実施し、緑化の推進を図ります。 

【施策番号２４】自然・環境学習について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 
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取組状況 城陽市民大学 自然・科学コースを３回開催し、延べ 257人の参加が

ありました。 

・「木々の生きる知恵～長寿の木から学ぶ～」 

・「自然から学ぶエコな暮らし」 

・「自然観察 森林浴を楽しみながら自然を感じましょう」 

今後の課題 

方向性 

講義ではなく「自然観察会」を実施しましたが、参加率が低く残念でし

た。今後も、企画推進委員会の意見をききながらテーマ設定を行っていき

ます。 

 

④ 健康学習の推進 

健康で豊かな生活を送ることができるよう、健康教室、健康相談などの開催、健康意識

の高揚や健康管理に必要な情報提供などを充実します。 

【施策番号２５】健康学習について 

健康推進課 

取組状況 健康・食生活相談を 24回実施し、延べ 87 人の参加がありました。 

健康相談を実施し、延べ478 人の参加がありました。 

ＪＯＹＯヘルスアップ講座を 23回実施し、延べ744 人の参加があり

ました。 

認知症予防教室を 13回開催し、延べ 657人の参加がありました。 

重症化予防の訪問指導(91 人)を実施しました。 

今後の課題 

方向性 

 健康寿命の延伸のため、各事業を通じて、情報の提供等実施しているが、

利用者の増加が課題です。今後も積極的に PR や訪問等を実施していく必

要があります。 

【施策番号２５】健康学習について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 城陽市民大学 健康コースを３回開催し、延べ 432 人の参加がありま

した。 

・「肺炎について」 

・「せぼねの痛みと骨粗鬆症」 

・「がんの放射線治療」 

今後の課題 

方向性 

 健康コースの参加人数は 150 人前後を見込んでおり、来年度もふれあ

いホールでの実施が望ましい。 

 

⑤ 食に関する学習の推進 

市民が食に関する知識を習得し、健全な食生活を実践することができるよう、食生活改

善推進員（ヘルスメイト城陽）との連携などを通して食についての学習機会の充実を図り

ます。 
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【施策番号２６】食に関する学習について 

健康推進課 

取組状況 １歳８か月児健康診査における手作りおやつの試食提供(24 回)を実施

し、526組の参加がありました。 

３歳児健康診査における野菜の試食提供(24回)を実施し、503組の参

加がありました。 

ママパパ教室における試食提供(4 回)実施し、25 人の参加がありまし

た。 

成人健康教育における調理実習(2 回)を実施し、30 人の参加がありま

した。 

健康づくり計画推進のための試食提供または調理実習(6 回)を実施し、

172 人の参加がありました。 

今後の課題 

方向性 

 事業回数の増加により、会員が事業の出務に対してしんどさを感じるこ

とが増えてきています。そのため、会員それぞれがやりがいを持って事業

に出てもらえるように、学習会などを開催して、事業に関する知識や意識

の向上を図ります。 

 

⑥ 消費生活に関する学習の推進 

  商品やサービスについて、消費者としての正しい知識を持ち、豊かな消費生活を送るた

め、消費生活に関する学習や情報提供を充実します。 

【施策番号２７】消費生活について 

商工観光課 

取組状況 消費生活連続講座、消費生活講座、くらしに生かす通信講座を実施しま

した。広報じょうようへのくらしの 110 番の掲載、消費生活展の実施、

啓発冊子等の配付、消費生活だよりの発行を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、各種講座及び情報提供による消費生活に関する学習の推進に

努めます。 

 

⑦ 地域防災・安全に関する学習の推進 

 災害の歴史、防災について認識を深める学習の提供や、被災時における対応など 

についての学習を推進します。 

【施策番号２８】地域防災・安全について 

危機・防災対策課 

取組状況 災害発生時の迅速な避難行動を促すとともに防災意識の高揚を図る防

災啓発冊子を作成しました。 

今後の課題  災害発生時に迅速な避難行動がとれる市民を増やしていく必要があり
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方向性 ます。 

 

（２） 人権や平和、男女共同参画の推進  

① 基本的人権の尊重 

  第 2次城陽市人権教育・啓発推進計画に基づき、市民が、それぞれの状況に応じて、人

権尊重の理念に対する理解を深め、これを体得することができるよう、多様な機会の提供、

効果的な手法を取り入れることなどにより、生涯のあらゆる機会を通じて人権について学

ぶことができるよう取組を推進します。 

  特に、地域の実情に応じた情報提供や学習機会の提供の充実を図るとともに、市民ニー

ズにあったテーマ設定による人権教育・啓発を推進します。 

 

【施策番号２９】人権教育・啓発について 

市民活動支援課 

取組状況 山城人権ネットワーク推進協議会に参画しました。 

人権啓発新聞を年 2回発行しました。 

「人権の花」運動を実施しました。 

6 月、8月、12 月に街頭啓発活動を実施しました。 

各種人権関係研修会等への参加による職員の意識啓発を行いました。 

商工会議所と人権擁護委員との共催で、企業人権研修会を開催しまし

た。 

人事課との共催で、職員人権研修会を 2回開催しました。 

今後の課題 

方向性 

 市民及び市職員が、さまざまな人権問題についての理解と認識を深め、

人権尊重の意識に満ちた地域社会を形成できるよう、引き続き、啓発や研

修機会の充実に努めます。 

【施策番号２９】人権教育・啓発について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 城陽市民大学 人間コースを３回開催し、延べ 355 人の参加がありま

した。 

・「充実させたい第２の人生」 

・「”老病死”を超えて生きる～帰れる世界があればこそ～」 

・「男と女のちがいとコミュニケーション」 

今後の課題 

方向性 

 「人権」という言葉にとらわれず、幅広く生き方について考えてもらえ

るようなテーマを設定した講座を開催していきます。 

 

② 平和学習の推進 

 戦争の悲惨さ、平和の尊さ、生命の大切さを後世に伝えるため、平和都市宣言の趣旨に

基づき、平和に関する啓発活動や学習活動を推進します。 
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【施策番号３０】平和に関する啓発活動や学習活動について 

秘書広報課 

取組状況 平成 29 年 7 月 27 日から 28 日の 1 泊 2 日で市内に住む小学 6 年

生～中学 3 年生を対象とした「平和のための小中学生広島派遣事業」を

実施しました。 

戦争体験記「永遠の希い」を市内中学校卒業生対象に配布しました。 

平和のつどい事業として、「城陽市平和のつどい」と題し、原爆、戦争

に関するパネル展示やDVD 放映、語り部の講話、広島派遣事業前年度参

加者の作文発表等を行いました。 

原爆死没者や戦没者への慰霊、平和祈念のための黙祷を実施、また、市

民への周知のため広報じょうようへの掲載やサイレンの吹鳴を実施しま

した。 

戦争を経験した世代が少なくなる中、事業を通じて、戦争の悲惨さや命

の尊さを伝えることができました。 

今後の課題 

方向性 

 戦争の悲惨さ、平和の尊さ、生命の大切さを後世に伝えるため、平和都

市宣言の趣旨に基づき、平和に関する啓発活動や学習活動を推進していき

ます。 

 

③ 男女共同参画の推進 

  第３次城陽市男女共同参画計画（さんさんプラン）に基づき、男女共同参画の推進に努

めるとともに、城陽市男女共同参画支援センター（ぱれっと JOYO）を拠点として、市民

や市民活動団体と協働し、男女共同参画に関する啓発活動や情報提供、学習機会などを充

実します。 

【施策番号３１】男女共同参画について 

市民活動支援課 

取組状況 中学生冊子を発行しました。 

さんさんフェスタ等のイベントや各種啓発講座を25 回開催しました。 

広報特集号「はんなりと城陽」を年 2 回発行しました。 

図書の貸し出し(362冊)、新聞の配架、インターネットの閲覧(86 件)

を行いました。 

男女共同参画推進登録団体(５団体)とともに男女共同参画を進めるた

めの事業を４回開催しました。 

今後の課題 

方向性 

 男女共同参画啓発のため市民に分かりやすい講座や情報発信の方法を

検討していきます。 

 

④ 情報化社会に対応する人権の推進 

   インターネットにより社会は多様化・複雑化しており、情報化社会上のいじめなど人権
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問題について理解と認識を深め、啓発の研修会等を実施します。 

【施策番号３２】情報化社会に対応する人権について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 城陽市民大学 人間コースを３回開催し、延べ 355 人の参加がありま

した。 

・「充実させたい第２の人生」 

・「”老病死”を超えて生きる～帰れる世界があればこそ～」 

・「男と女のちがいとコミュニケーション」 

今後の課題 

方向性 

 「人権」という言葉にとらわれず、幅広く生き方について考えてもらえ

るようなテーマを設定した講座を開催していきます。 

  

（３） 福祉学習の推進  

① 地域福祉の意識向上 

城陽市地域福祉計画に基づき障がいや高齢等により、支援や介護が必要な状態であって

も、自分に応じた方法で生涯を通じて自己実現を果たせるよう、さまざまな関係機関との

連携を深めて、多彩な学習機会の提供について検討します。 

【施策番号３３】地域福祉について 

福祉課 

取組状況 学校における福祉教育を実施（福祉協力校の指定、高齢者や障がい者と

の交流、福祉体験学習）しました。 

地域団体が行う福祉学習への支援を行いました。 

今後の課題 

方向性 

福祉教育の活動の場を地域社会に広げていきます。 

 

② 障がいのある人の学習機会の充実 

城陽市民大学などの学習機会を充実するとともに、障がいのある人の学習活動を保障す

るため、要約筆記や手話などの支援策を充実します。 

 また、障がいのある人が身近でより多様な文化・スポーツを楽しむことができるよう、

文化・スポーツ活動の参加機会の充実に努めます。 

【施策番号３４】障がいのある人の文化・スポーツ活動の学習機会の充実について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 城陽市民大学 ライフコースを 2 回開催し、延べ 258 人の参加があ

りました。また、障がいのある人が参加しやすいよう要約筆記、手話通訳

者の派遣やバスによる送迎をおこないました。 

「高齢者の心理学 ワンダフル・エイジング」 

「シニア世代の消費トラブルと終活」 
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※警報発令により１回中止 

今後の課題 

方向性 

 福祉課と連携し、今後も障がいのある方が学習しやすいよう支援策の充

実を図ります。 

【施策番号３４】障がいのある人の文化・スポーツ活動の学習機会の充実について 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 心身障がい児者スポーツ大会の後援、スポーツ推進員による大会の運営

に協力、ボッチャ大会の実施、2020 年パラリンピックに関連する事業

の府と協力を行いました。 

今後の課題 

方向性 

平成 29 年度より繰越事業のプラムイン城陽の宿泊室 4 室のバリアフ

リー化等の改修を平成 30 年度に実施します。 

 

③ 障がいに関する理解の促進 

  市民一人一人が障がいに関する正しい知識と認識を深め、障がいのある人との相互理解

を促進し、障がいの有無に関わらず共に助け合い、学び合う学習活動を推進します。 

  

【施策番号３５】障がいに関する理解の促進について 

福祉課 

取組状況 市民一人一人が障がいに関する正しい知識と認識を深め、障がいのある

人との相互理解を促進し、障がいの有無に関わらず共に助け合い、学び合

う学習活動を推進しました。 

市民講座を 4 回開催し、延べ 132人の参加がありました。 

今後の課題 

方向性 

定期的に市民講座を開催することで、障がいに関する理解を促進してい

きます。 

 

（４） 文化芸術活動の振興、文化財や歴史の保存継承の推進  

① 文化芸術活動への支援 

市民および文化団体などとの協働により、さらなる文化芸術活動を推進するため 

文化協会への補助を通じ団体活動の支援を行います。 

【施策番号３６】文化芸術活動の振興について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 文化芸術推進会議を２回開催し、第 2 次城陽市文化芸術振興計画の進

行管理を行いました。 

文化芸術表彰を実施し、功績賞 個人１人、団体１団体を表彰しました。

また、文化芸術表彰チラシを作成し広く啓発しました。 

城陽市文化協会への補助金を交付し活動を支援しました。 

今後の課題  引き続き、文化芸術活動を推進するため活動の支援を行います。また文
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方向性 化芸術表彰について更なる周知に努めます。 

 

② 文化財保護意識の普及・啓発 

市民の文化財保護意識を向上し郷土愛をはぐくむため、文化財の普及・啓発に努めると

ともに、地域の歴史や伝統文化、行事の保存・継承に努めます。 

【施策番号３７】文化財保護意識の普及・啓発について 

文化・スポーツ推進課 文化財係 

取組状況 コンテナ 18ケースの出土遺物の整理・資料化を行いました。 

久津川車塚古墳の発掘調査(調査面積 177㎡)を実施しました。 

史跡地等８ヶ所について、適切な保護・保存を行うための管理に努めま

した。 

史跡久世廃寺跡維持管理、水主神社本殿の火災報知器点検・修繕と樹木

剪定及び本殿階段修理、極楽寺の自動火災報知器修繕、天満宮社の自動火

災報知器点検に補助金を交付しました。 

今後の課題 

方向性 

未整理遺物の資料化及び整理作業を進めるとともに、収蔵施設の充実を

図ります。 

久津川車塚古墳の整備資料を得るために発掘調査を進め、整備へとつな

げていきます。 

国指定史跡の公有地化を進め、市民の歴史学習と憩いの場として保存・

活用を図ります。 

 

③ 歴史民俗資料館の充実 

  ふるさとの文化遺産を次代に伝承していくため、歴史民俗資料館の展示の充実を図ると

ともに、歴史民俗資料、古文書、民具などの調査研究を推進します。 

  また、市民と学校教育や観光などと連携し、市の資源をいかして市内外へ城陽市 

の魅力を広め活性化させる取組みである「エコミュージアム」の拠点として歴史民 

俗資料館を活用していきます。 

 

【施策番号３８】歴史民俗資料館について 

歴史民俗資料館 

取組状況 貸館を実施し、延べ 844 人の利用がありました。 

古文書・民俗文化財調査(資料収集を行い、その保存・研究、資料館の

古文書コーナーの展示入替を行う)を行いました。 

資料館友の会に関する業務(文化財講演会、共催事業など 12 回)・おか

げ踊りを広める会に関する業務(練習 12回、神社への奉納 2回、産業ま

つりでの発表 1回)を実施しました。 

展示業務を実施し、観覧者は、延べ 6,921人、普及活動等を加えた利
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用者は、延べ 10,613人でした。 

・秋季特別展「城陽のお茶」 

 ・冬季特別展「ちょっと昔の暮らしと風景-城陽町だった頃-」 

 ・春の資料紹介「古墳のできるまで 2017＋久津川車塚古墳発掘調査

速報展」 

 ・夏季企画展・市民参加型展示「マイ・ミュージアム 市民のコレクシ

ョン」 

 ・城陽市歴史民俗資料館・公益財団法人城陽市民余暇活動センター・城

陽市文化協会主催「SPECIAL EXHIBITION 森田康雄展-その軌跡- 」

など 

普及業務として、勾玉教室、考古学教室、体験教室、古文書講座、昔の

暮らし体験授業を 36回実施し、延べ 452人の参加がありました。 

今後の課題 

方向性 

ふるさとの文化遺産を時代に伝承していくため、歴史民俗資料館のより

一層の展示の充実を図っていきます。また、各種講座・教室を実施し、歴

史民俗資料館の利用人数増に努めていきます。 

 

（５） スポーツ・レクリエーション活動の振興  

① 活動機会の充実 

  多くの市民が健康で生きがいを持って暮らせる社会づくりに向け、気軽にスポーツ・レ

クリエーションに親しめるよう、市民ニーズに沿ったプログラムの提供に努めるとともに、

スポーツ活動を通じた体力づくり、地域づくりの機会や場の充実に努めます。 

 

【施策番号３９】スポーツ・レクリエーション活動機会の充実について 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 各種スポーツ大会とスポーツ教室を各 5事業実施しました。 

※三朝町文化・スポーツ交流については、台風の影響で中止となりました。 

今後の課題 

方向性 

平成 30 年度も引き続きスポーツ大会及びスポーツ教室事業を実施し

ていきます。 

 

② 関係団体との連携と支援 

  市民一人一人が日常生活の中にスポーツ・レクリエーションを取り込み定着できるよう、

また、スポーツ活動を通じた地域交流が推進されるよう、体育協会や総合型地域スポーツク

ラブなどの関係団体と連携するとともに、その活動を支援します。 

【施策番号４０】関係団体との連携について 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 体育協会及びスポーツ少年団に補助金を交付するとともに、各種事業・
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会議に職員を派遣し、連携して地域のスポーツ振興に取り組みました。 

今後の課題 

方向性 

 体育協会及びスポーツ少年団の通年事業及び周年事業に職員を派遣し、

各団体との連携を図ります。 

 

③ 指導者の育成 

ニュースポーツをはじめとした各種スポーツの普及と定着を図るため、指導者の育成や確保

に努めます。 

【施策番号４１】指導者の育成・確保について 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 府・近畿・全国のスポーツ推進委員研修会に参加し、スポーツ推進委員

としての職務及び他団体の取り組みについて学ぶとともに、主催事業の開

催や各種地域事業への協力等地域のスポーツ振興に取り組みました。 

今後の課題 

方向性 

 主催事業等の内容充実を図るとともに、近畿の研修会が山城ブロックで

開催されることから、成功に向けての取り組みを進めます。 

 

④ 総合型地域スポーツクラブの支援 

  いつでも、だれでも、いつまでもスポーツができる環境づくりと、スポーツを通 

した地域コミュニティの活性化を図るため、総合型地域スポーツクラブの支援をします。 

【施策番号４２】総合型地域スポーツクラブについて 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 寺田西総合型地域スポーツクラブへの支援として補助金の交付及び広

報への掲載等を行いました。 

今後の課題 

方向性 

引き続き、補助金の交付及び各種広報紙への掲載を実施します。 

 

（６） 読書活動の推進  

① 図書館事業の充実 

計画的な図書の充実とともに、ボランティアグループなどと連携して、絵本の読み聞か

せなどの子どもライブラリー、文学・歴史講座などの成人ライブラリーなどを充実し、市

民の読書活動を推進します。 

 

【施策番号４３】図書館について 

図書館 

取組状況 図書資料を(図書館：4,792 冊 コミセン図書室：2,538 冊)購入しまし

た。 

雑誌スポンサー制度を実施(提供企業：9社 提供雑誌冊数：25タイト
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ル)しました。 

子ども・成人ライブラリーなどを開催(子ども向け 47 回 974 人参加 

成人向け 10回 124人参加)しました。 

「子どもの読書の日記念」としょかんビンゴを開催し、326人の参加が

ありました。 

読書感想文ナビ(小学生向け)を開催し、16 人の参加がありました。 

としょかんまつりを開催し、153人の参加がありました。 

読書ボランティア登録団体主催事業(子ども向け)を 8 回開催し、延べ

164 人の参加がありました。 

文化講演会を開催し、200 人の参加がありました。 

図書・雑誌リサイクル事業を 3回実施し、延べ 496 人の参加がありま

した。 

本の修理講習会を開催し、8 人の参加がありました。 

読書ボランティアネットワーク会議と講習会を開催(会議3回55人参

加 うち講習会1 回 31人参加）しました。 

今後の課題 

方向性 

入館者数及び図書資料の貸出者数が減少していることから、図書の閲覧

及び貸出の増加対策として、貸出の無い長期間所蔵する図書資料の除籍と

更新に取り組みます。 

各種ライブラリー等事業内容を充実し参加人数の増加を図るとともに、

子どもの読書活動の推進につながる事業にも取り組みます。 

 

② コミセン図書事業の充実 

  計画的な図書の充実とともに、ボランティアグループなどと連携して、絵本の読み聞か

せなどを充実し、市民の読書活動を推進します。 

 

【施策番号４４】コミセン図書事業について 

市民活動支援課 

取組状況 市民ニーズに応じた図書の選定を行いました。 

古くなった図書の更新を行いました。 

絵本の読み聞かせなどの事業を開催しました。 

今後の課題 

方向性 

 計画的な図書の充実を図るとともに、ボランティアグループなどと連携

して、絵本の読み聞かせなどを実施し、市民の読書活動を推進します。 

 

③ 図書システムの充実 

  図書館利用者へのサービスを充実するため、インターネットを利用した蔵書検索・予約

や京都府図書館総合目録ネットワーク※への完全参加など、より市民に利用しやすいシス

テムの充実に努めます。 
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【施策番号４５】図書システムについて 

図書館 

取組状況 図書システム環境の整備について、京都府立図書館のインターネットサ

ービスによる申込・借受冊数は、250冊でした。 

図書館情報システムの活用について、インターネット予約登録者数は、

3,250 人(29年度末累計)、インターネット予約冊数は、17,145冊数で

した。 

今後の課題 

方向性 

図書館情報システムによるホームページの活用、インターネットを利用

した蔵書検索・予約及び京都府図書館総合目録ネットワークの活用など、

図書館利用者への利便性の向上を図ります。 

 

④ 子どもの読書活動の推進 

城陽市子どもの読書活動推進計画に基づき、家庭や学校等、地域社会が連携して、子ど

もの読書活動を推進します。 

【施策番号４６】子どもの読書活動について 

学校教育課 

取組状況 第２次城陽市子どもの読書教育推進計画について、学校の司書教諭との

連絡会を中心に連携を図りました。 

市立図書館においても、学校での読み聞かせ等のボランティアに対し貸

し出し冊数の増冊などの支援や、学校への貸し出し図書の充実を図ってい

ます。 

今後の課題 

方向性 

第２次城陽市子どもの読書活動推進計画に基づき、家庭や学校等、地域

社会が連携して、子どもの読書活動を推進します。 

【施策番号４６】子どもの読書活動について 

図書館 

取組状況 おすすめブックリストの作成・配付(小学生向け：650 冊 中学生向け：

600 冊)を行いました。 

読書ラリー事業を実施し、図書館賞(30・60・90冊完読)は 373 人 、

教育長賞(100 冊完読)は 107 人でした。(いずれも小学生) 

小学校への「おはなしキャラバン」を実施(市内 10 小学校 589人参加)

しました。 

市内小中学校への巡回図書による配本(8,994 冊)を実施しました。 

市内小中学校図書館からのインターネット検索による貸出は、小学校 2

校 48 冊でした。 

学校等の団体に対する特別貸出を実施(46 団体 3,393 冊)しました。 

今後の課題 第２次城陽市子どもの読書活動推進計画に基づき、子どもの読書活動の
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方向性 推進につながる事業に取り組む。 

 

⑤ 高齢者・障がい者の読書環境の充実 

高齢者や障がい者の読書活動を推進するため、大活字本や録音図書を充実するとともに、

高齢者施設への本の貸出を検討します。 

【施策番号４７】大活字本や録音図書の充実 

図書館 

取組状況 視覚に障がいのある方への利用サービスを実施しました。 

・録音図書貸出(207点) 

・点字図書貸出(16点) 

・対面朗読室利用(11 回) 

聴覚・言語機能に障がいのある方への利用サービスを実施(FAX による

申込可能）しました。 

障がい者向け利用案内を発信(図書館ホームページに障がい者向け利用

案内を掲載)しました。 

「障害者差別解消法」に基づく障がい者へのサービスの提供（同法を遵

守したサービスを提供）を実施しました。 

高齢者及び来館困難者の方への利用サービスを実施しました。 

・ＦＡＸによる申込可能 

・拡大読書機の利用可能  

・大活字本の貸出(2,386 冊) 

大活字本図書(成人書 46冊)を購入しました。 

福祉施設等に対する特別貸出を実施(4施設 461冊)しました。 

今後の課題 

方向性 

 高齢者や障がい者の読書活動の推進につながる事業に取り組みます。 
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３ 学習成果を活かした地域づくりの推進 

（１） 学びの場を核とした地域コミュニティの形成の推進 

① コミュニティ事業の推進 

  地域住民の連帯感やふるさと意識が醸成される豊かなコミュニティづくりを目的に、コ

ミュニティセンターにおいて、地域住民が主体となって実施する各種のコミュニティ事業

を支援します。 

【施策番号４８】コミュニティ事業について 

市民活動支援課 

取組状況  地域住民で組織する各コミセン運営委員会への委託により、教室・講座

などのコミュニティ事業を実施(健康講座、体操教室、唱歌教室、料理教

室など)しました。 

各コミセン運営委員会が地域団体と連携して実施する事業(コミセンま

つり、夏まつり、梅まつりなど）への補助金を交付しました。 

今後の課題 

方向性 

地域住民の連帯感やふるさと意識が醸成される豊かなコミュニティづ

くりを目的に、コミュニティセンターにおいて、地域住民が主体となって

実施する各種のコミュニティ事業を支援していきます。 

 

② コミュニティ組織の育成・支援 

  主体的・自立的な地域社会を形成するため、コミュニティセンターや自治会などのコミ

ュニティ組織の活動を支援します。 

  子どもの健全育成に向けて PTAや青少年関係団体、地域の関係者が参画、連携し、地域

社会全体で子どもを育む環境づくりを推進するため、活動の支援を行います。 

【施策番号４９】コミュニティ組織の育成・支援について 

市民活動支援課 

取組状況 各自治会及び各自治会連合会に助成金を交付しました。 

127 自治会：7,826千円、10連合会：350千円 

自治会集会所等建設等補助金の交付(62 自治会 8,963 千円)や貸付金

(1 自治会 5,000 千円)による補助を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 地域住民の連帯によるコミュニティ意識の高揚及び自治会活動支援の

ため、今後も継続して助成金の交付等による支援を行っていきます。 

【施策番号４９】コミュニティ組織の育成・支援について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 社会教育関係団体代表者に対し、サークルリーダー研修会を実施し、

340 人の参加がありました。 

・「リーダーとしての若々しくあり続ける心の法則」 



 

24 

  

今後の課題 

方向性 

地域活動の活性化を図るため、研修会や講座の開催等による情報提供・

支援を行い、地域におけるリーダーの育成に努めていきます。 

 

③ コミュニティリーダーの育成・確保 

  地域社会における様々な活動の活性化を図るため、活動の中心となるリーダーの育成・

確保に努めます。 

【施策番号５０】コミュニティリーダーについて 

市民活動支援課 

取組状況 自治会長会議を開催し、市から自治会長、連合会長へ、市政の概要説明

や必要な連絡事項を伝達しました。 

「自治会だより」(年 4 回)を発行、「自治会長研修会」(年 1 回)を開催

しました。 

市民活動相談を実施(175 件)しました。 

人材育成等、市民活動支援に関する講座を 3回開催しました。 

市民活動情報サイト及び市民活動支援センターフェイスブックページ

を活用し、広報や情報提供に努めました。 

市民活動支援センター１０周年記念事業を開催し、約 1,070人の参加

がありました。 

今後の課題 

方向性 

地域活動の活性化を図るため、研修会や講座の開催等による情報提供・

支援を行い、地域におけるリーダーの育成に努めます。 

 

（２） ボランティア活動の推進 

① ボランティア活動の奨励 

  広報紙やインターネットなどでボランティア活動に関する情報提供を行うことにより、

ボランティア活動に対する理解と関心を高めます。 

  また、社会教育施設などの公共施設において、ボランティア活動の場を提供するととも

に、活動に必要な研修の実施に努めます。 

 

【施策番号５１】ボランティア活動について 

図書館 

取組状況 読書ボランティア団体に、19 団体登録がありました。 

読書ボランティア団体によるライブラリーを開催しました。 

・子ども向け 33 回延べ 614 人参加  

・大人向け 3回延べ 35 人参加 

読書ボランティア登録団体主催の事業を 8 回開催し、延べ 164 人の

参加がありました。 

本の修理と整理ボランティア(登録者 本の修理 9 人、整理 2 人)によ



 

25 

  

る図書館事業への参加がありました。 

本の修理講習会を開催し、8 人の参加がありました。 

読書ボランティアネットワーク会議と講習会を開催(会議3回55人参

加 うち講習会1 回 31人参加）しました。 

今後の課題 

方向性 

読書ボランティア団体及び図書館サポーター(本の修理・整理ボランテ

ィア)への支援及び育成を図ることにより、ボランティアによる図書館事

業への参画と読書活動の推進を図ります。 

【施策番号５１】ボランティア活動について 

歴史民俗資料館 

取組状況  勾玉教室や考古学教室、昔の暮らし体験授業の縄ないなどにおいて、ボ

ランティア活動の場を提供しました。研修会等も含めた活動回数は 40

回、参加者数は延べ 183 人でした。 

 資料館ホームーページにおいて、ボランティアの募集を行っています。 

今後の課題 

方向性 

 ボランティア活動に関する情報提供を行います。また、活動に必要な研

修を実施し、活動の場を提供していきます。 

【施策番号５１】ボランティア活動について 

高齢介護課 

取組状況 高齢者の社会参加や地域貢献の場を広げるとともに、健康増進と介護予

防に役立つことから、サポーター登録者の募集を行い、ボランティア活動

の場を提供しました。 

登録者数 85 人 登録事業所 31箇所 活動実績 延べ 517 人 

今後の課題 

方向性 

 今後も、高齢者人口の増加及び高齢化率の上昇が見込まれていることか

ら、高齢者の生きがいづくりや社会貢献などの社会参加活動の推進に継続

して取り組んでいきます。 

【施策番号５１】ボランティア活動について 

環境課 

取組状況 平成 29年 6月 4 日（日）を中心にクリーン活動を実施し、3,107人

の参加がありました。 

クリーン倶楽部城陽登録団体(39 団体)への活動支援を行いました。 

今後の課題 

方向性 

より多くの市民・事業者・市民団体等に参加いただけるよう啓発に努め

ます。 

【施策番号５１】ボランティア活動について 

商工観光課 

取組状況 にぎわいづくりの会への支援として、補助金の交付(150 千円)、ボラ

ンティアを広く募集し、運営協力等を行いました。 

お茶の京都 食の祭典への支援として、補助金の交付(4,558千円)、駐
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車場での誘導、会場管理等を行うボランティアの募集を行いました。 

※台風のため、事業中止となり減額交付 

（一社）城陽市観光協会への支援として、補助金の交付(5,000千円)、

会場内の飾り付けを行うボランティアの募集等の支援を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 引き続き、にぎわいづくりの会及び観光協会に対して支援を行います。 

 

② 学習機会の充実 

  多様なボランティア活動への参加意識を高めるため、だれでも気軽に参加できる各種ボ

ランティアの養成講座や体験講座の実施など、学習機会の充実に努めます。 

【施策番号５２】ボランティアの学習機会について 

市民活動支援課 

取組状況 市民活動情報サイトと市民活動支援センターフェイスブックページを

活用し、広報や情報提供に努めました。 

市民活動相談(175 件)を実施しました。 

人材育成等、市民活動支援に関する講座を 3回開催しました。 

 「まちの木サロン」を4 回開催しました。 

パソコン講座を随時開催しました。 

市民活動支援センター１０周年記念事業を開催し、約 1,070人の参加

がありました。 

今後の課題 

方向性 

 ボランティア活動への参加意識を高めるため、フェイスブックページの

活用や市民活動講座の開催等により、情報提供や学習機会の充実に努めま

す。 

 

③ ボランティア活動への支援 

  ボランティア活動に対するアドバイスやボランティア団体の交流、情報交換の場の提供

など、市民のボランティア活動の拠点として市民活動支援センターの活動を推進します。 

【施策番号５３】市民活動支援センターについて 

市民活動支援課 

取組状況 市民活動情報サイトと市民活動支援センターフェイスブックページを

活用し、広報や情報提供に努めました。 

「まちの木サロン」を 4回開催しました。 

パソコン講座を随時開催しました。 

市民活動相談(175 件)を実施しました。 

人材育成等、市民活動支援に関する講座を 3回開催しました。 

市民活動支援センター１０周年記念事業を開催し、約 1,070人の参加
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がありました。 

今後の課題 

方向性 

市民のボランティア活動の拠点となる市民活動支援センターの活動を

推進します。 

 

（３） 学習成果の活用 

① 社会全体で子どもたちを育む取組みの推進 

  多様な生涯学習の成果を、放課後子ども教室や学校支援地域本部事業など学校支援に活

かせるよう、学校と地域が連携・協働する体制づくりの推進に努めます。 

   

【施策番号５４】学校と地域の連携・協働について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 西城陽中学校及び城陽中学校で、地域ボランティアによる、図書支援・

学習支援・環境整備・部活動補助などの学校支援地域本部事業を行いまし

た。延べボランティア参加数は、西城陽 642 人・城陽 435 人でした。 

放課後子ども教室、土曜日子ども教室の運営面での各種サポートを行い

ました。 

平成 29 年度より、久世土曜日子ども教室を新たに補助金交付事業と

して、各種団体と連携を取りながら実施し、10 月より富野小学校放課後

子ども教室を新たに開設しました。 

今後の課題 

方向性 

 新規放課後子ども教室新規開設に向けて、コーディネーターや協働活動

サポーターなどの人材確保が課題です。 

学校･家庭･地域に対し、本事業への理解を深めるための啓発活動を行っ

ていきます。 

 

② 活動の場の充実 

  生涯学習の成果を表現する場として、文化協会が中心となった市民文化祭などで、発表

会や作品展示会などが開催されており、今後も、市民の生涯学習活動への意欲を高めるこ

とからも、学習成果を表現する場の充実に努めます。 

【施策番号５５】生涯学習の成果を表現する場について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 文化協会への補助金交付及び文化協会主催イベントの後援を行いまし

た。また、市民文化祭実行委員会に参画しました。 

今後の課題 

方向性 

今後も継続して実施していきます。 

 

③ 人材活用の仕組みづくり 

  市民の中から豊富な知識や技術を持つ方や、学習活動で学んだ優れた成果を持つ方を指
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導者として登録し、市民の自主的な学習の場で活動するシステムの整備を検討します。  

【施策番号５６】人材活用について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 社会教育関係団体登録名簿を各施設(30 箇所)に設置し、人材活用に係

る情報提供の整備に努めました。 

今後の課題 

方向性 

今後も継続して実施していきます。 
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４ 学習環境の整備  

(１) 生涯学習施設の整備・充実  

① 生涯学習施設の整備・充実 

  市民が自らの意志により、いつでも自由に学習ができるよう、多様な形態の学習活動が

可能な生涯学習施設の整備・充実を図ります。   

【施策番号５７】生涯学習施設の整備・充実について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 文化パルク城陽・公民館等の適正な維持管理を行いました。 

主な修繕工事 

・市民プラザソファー修繕、レストランエアコン修繕（文化パルク城陽） 

・ホール照明器具取替（北公民館） 

・手洗器水洗取替（北公民館） 

今後の課題 

方向性 

 計画的な改修や適切な維持管理の実施により施設の長寿命化に努めま

す。 

 

② スポーツ施設の整備・充実 

市民が快適で安全にスポーツに親しめるよう、総合運動公園をはじめとした施設の充実

に努めます。 

【施策番号５８】スポーツ施設の整備・充実について 

文化・スポーツ推進課 スポーツ推進係 

取組状況 各施設の適切な維持管理に努めました。 

今後の課題 

方向性 

平成 30年度も引き続き適切に維持管理を実施します。 

・平成 30 年度主な修繕工事（予定） 

総合運動公園レクリエーションゾーン改修、圧送ポンプ更新、受水槽

更新、木津川河川敷運動広場水道管布設替 等 

 

③ 学校施設の活用 

  小中学校のグラウンドや体育館は、地域における身近なスポーツ施設であり、引き続き

活用を推進します。また空き教室の有効活用を学校と連携し推進します。 

【施策番号５９】学校施設の活用について 

学校教育課 

取組状況 小中学校のグラウンドや体育館を開放し、地域における身近なスポーツ

施設として多数の利用がありました。 

今後の課題 

方向性 

 小中学校のグラウンドや体育館は、地域における身近なスポーツ施設で

あり、引き続き活用を推進します。また、空き教室の有効活用を学校と連
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携し推進します。 

 

（２） 関係機関との連携推進  

① 生涯学習ネットワークの展開 

  コミュニティセンター、公民館、男女共同参画支援センターなど、生涯学習施設間の連

携を強化して、新たな学習ニーズに対応した事業や情報提供などを効果的に実施します。 

【施策番号６０】生涯学習ネットワークについて 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 情報誌・紙の発行、ホームページへの掲載を行いました。 

施設間の相互予約を行いました。 

今後の課題 

方向性 

 生涯学習施設間の連携を強化し、情報提供を効果的に実施していきま

す。 

 

② 民間団体等との連携 

  生涯学習事業の企画立案、情報交換、講師派遣などにおいて、商工会議所、社会福祉協

議会、カルチャーセンターやスポーツクラブ、NPO・ボランティア団体等と連携を強化し

て、生涯学習事業の充実に努めます。また、京都府や他市町村、大学などの高等教育機関

の生涯学習に関する情報を収集し情報提供、学習プログラムの活用などを推進します。 

【施策番号６１】民間団体等との連携について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況  民間団体及び市民からの参画を得た城陽市民大学企画推進委員会を５

回実施しました。 

今後の課題 

方向性 

 今後も継続して実施していきます。 

 

③ 学校教育と社会教育の連携・融合 

  学校、地域がそれぞれの教育機能を発揮して、学校教育における地域などの連携協力を

促進するとともに、地域の社会教育活動に学校が協力するなど、学校と地域が一体となっ

た学習活動の充実に努めます。 

【施策番号６２】学校と地域が一体になった学習活動について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 西城陽中学校及び城陽中学校で、地域ボランティアによる、図書支援・

学習支援・環境整備・部活動補助などの学校支援地域本部事業を行いまし

た。延べボランティア参加数は、西城陽 642 人・城陽 435 人でした。 

今後の課題 

方向性 

 各事業にご協力いただくボランティアの確保が課題です。 
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（３） 情報提供の推進  

①情報紙の充実 

  生涯学習情報紙「まなび Eye」等の内容の充実に努め、多くの市民が興味の持てる情報

紙をめざします。 

【施策番号６３】生涯学習情報紙について 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 生涯学習情報紙まなび Eye の発行(年 3回)し、全戸配布しました。 

子どもチャンネル城陽発行(年 2 回)し、全児童に配布しました。 

子じょうよう子ども広場(年 6 回)を配信しました。 

今後の課題 

方向性 

子どもむけ情報誌の整理を行い、「じょうよう子どもじょうほうチャン

ネル」として配信・発行します。 

 

②ホームページの充実 

  現在、本市教育委員会のホームページにおいて、生涯学習情報や市の教育に関する情報、

本市ホームページにおいても生涯学習情報の提供を行っていますが、内容を充実し、常に

最新の情報が提供できるように努めます。 

【施策番号６４】ホームページについて 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 まなび Eye、城陽市民大学、じょうよう子ども広場、施設概要、施設予

約方法等を城陽市ホームページ及び城陽市教育委員会ホームページへ掲

載しました。 

今後の課題 

方向性 

 常に最新の情報提供ができるよう努めます。 

 

③情報提供システムの構築 

生涯学習事業への参加申し込みなどをインターネットで行えるなど学習参加しやすいシ

ステム環境の整備に努めます。 

また、市民活動情報サイトを活用し、NPO・ボランティア団体などの活動情報の提供に

努めます。 

  障がいのある人に配慮した情報提供の仕組みを検討します。 

【施策番号６５】情報提供システムについて 

文化・スポーツ推進課 生涯学習係 

取組状況 市民大学の申込について、はがき・FAXと Eメールにて受付を行いま

した。 
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今後の課題 

方向性 

 今後も継続して実施していきます。 

 


